
広島大学大学院人間社会科学研究科

教職開発専攻
（教職大学院）



教職大学院は、高度専門職業人養成としての教員 養成に特化

した専門職大学院として、社会の大きな変化や複雑 ・ 多様化する

学校教育課題に対応し得る高度な専門性と豊かな人間性 ・ 社会性

を備えた力量ある教員の養成を目的としています。

広島大学大学院人聞社会科学研究科の教職開発専攻（教職大

学院）では、「探究 ・ 創造 ・ 協働の学び」を追求する新しい学校

づくりを担う 「より総合的で実践的なプロフェッショナル」としての

教員の養成を目指し、理論と実践を往還したカリキュラムを通し

て、学校や地域社会の課題解決に貢献できる優れた実践的対応

力と実践研究力を育成します。

本専攻には、下記に示すような4つの特徴があり、教育現場と

長年多岐に渡って連携をしてきた実績と、国際的に聞かれた総合

研究大学という特徴を活かし、理論と実践を往還した深い学びが

期待できます。また、2つのコ ースがあり、学校マネジメントコ ース

では、新しい学校づくりを牽引し指導的な役割を果たし得るスク ー

ルリー ダーの育成を、教育実践開発コ ースでは、新しい学校づくり

の有力な一員となり得る新人教員並びに学校において指導的役割を

果たすミドルリー ダーの育成を目的としています。

広島大学の教職開発専攻（教職大学院）で、「より総合的で実

践的なプロフェッショナルjとしての教員を目指しましよう 。

本専攻の4 つの特徴

1
2つのコ ー スが育む

実践的な指導を備えた教員像

「学びのポートフォリオJの作成や
2コ ー ス合同での研究発表会、
コ ース共通科目等を通じ、多機な
学びを提供します。また、各教育
委員会等の関係機関と連携し、
4期に渡り50日間の実地研究を
行い、実践的な指導 力を身につ
けます。

「トライアングル型体制」による

細やかで丁寧な指導

研究者教員
、実務家教員、メン

タ ー が連携・連動し、形式知に基
づく指導、実践知に基づく指導、
実際の現場での実践的指導を展
開します。学校現場で活躍できる
「総合的で実践的なプロフエツ
ショナルJ養成のためのきめ細や
かな指導を行います。

学校現場が直面する

諸課題の理解を深める科目群

社会に対応する「新しい学びJC主
体的・対話的で深い学びやICTな
ど）のあり方や教育相談・生徒指
導上の諸課題、「チ ー ム学校Jの
一員として協働するためのマネジ
メン卜など、学校現場が直面する
諸課題への実践的対応力を総合
的に身につけます。
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I ICTの活用 I SDGs I 

I Soci仰5.o I 貧困 ・ 虐待 ｜ 
圏直置幽園臨調量墨書．

多彩な国際的ネットワ ークを生かした

学際的な教育・研究活動

アメリカ現地校で授業実践を行う
「 海外教育実地研究Jをはじめ、
教員の有する海外の教育・研究
機関との幅広いネットワ ー クを活
かして教育現場の視察や学会へ
参加するなど、SG Uならではの
多織な経験を積むことができます。
東SGU · Super Global University 



四置潤揮陣自函宮司

コ ースが目指す教員像

学校マネジメントコ ース（現職教員対象）では、学校づくり、理論づくり、自分づくりの3つの視点から、これからの学校

づくりを牽引するマネジメント力を備えたスク ー ルリ ー ダー （学校管理職や教育行政職）の育成を目指します。

学びの特徴

少人数のゼミ形式で

徹底した学びを追求できる

必修科目群

実習校との連携協働による

トライアングル型指導で

ニ ー ズに応じた指導を実現

教育委員会・連携協力校での

教育行政・学校経営を経験

自らの研究テ ーマを設定し、関連する文献の

精読や考察、指導教員・研究室メンバーとの

討議を通じてマネジメン卜に関する理解を深

めていきます。

研究発表会に教育委員会指導主事、学校管

理職にも出席をあおぐなど、自身の研究につ

いて理論と実践の双方の観点から指導を受

けられる機会が充実しています。

教育委員会において実際に教育行政職の実

務を体験したり、実地研究校において校長職

務のシャド ー イング（密着研修）を経験したり

することで視座を高めます。

学びのプロセス
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これからの学校づくりを
見据えた

研究テーマの設定

実習を通じた
自己の使命感の
向上と理論構築

スクールリーダーの
視点からの

学校づくりの模索

2年間におよぶ学校と
自分のミッションの

追求の総括
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基礎知識の習得
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テーマ設定
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教育行政実務
教育委員会において職員をメンタ ーとして
10日間の教育行政の実務を経験します。
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自らの理論（仮説）の／ー、アクションリサーチの ／ー、
構想 "-/ 計画 "-/ 

学校管理職実務
校長の職務について

10日間の密着研修を行います。
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自らの理論（仮説）の／ー、
検証・再構築 "-/ 

学校づくり・
学校改善の実践
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自らの理論の構築 ／ー、‘
「課題研究報告書」 、ーノ

総括的な

評価・改善
＋ーーー

学校改善のための
学校マネジメントの実践

所属校の校長をメンタ ーとして、
院生は所属校において、

IセミナーII」で作成したアクションプランをもとに
新しい学校づくりを追求します。

管理職や同僚の理解・協力を得ながら
I探究・創造・協働の学び」を促進する

マネジメン卜力を育成します。



コ ースが目指す教員像

教育実践開発コ ース（学部卒学生および現職教員対象）では、新しい学びや諸課題に対応した授業実践とその理論的な

省察を通して、理論に基づいた確かな実践力をそなえた新人教員及びミドルリ ー ダー の育成を目指します。

学びの特徴

学部卒学生と

現職教員学生が交わる

協働の学びの場

学校現場の

フィ ー ルド理解に基づいた

実践力・対応力の育成

トライアングル型指導体制

（大学教員2名＋メンタ ー ）

による高度な実践力の育成

教育実践開発コ ー スでは学部率学生と現職

教員学生が院生生活を共にします。講義内や

院生室での双方の視点からの活発な交流

が、新たな気づきゃ深い学びを促します。

指導する全教員は教職等の経験を有するか、

長らく学校現場と協同しています。理論と実践

の往還を自らも目指す教授陣から学校現場と

殺離しない実践力・対応力を学べます。

実地研究校における4回のアクションリサ ー チ

(AR）のそれぞれで理論に基づいた実践を展

開。確かな専門性に基づいた高度な教育実践

力を身につけることができます。

学びのプロセス
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現代的教育課題への
意識を持った
テーマの設定

フィールド理解に
基づいた

授業実践力の育成

理論に基づいた
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実態把握と
テーマの立案

実態把握と実践計画

k』．ノARセミナーで学んだ知識や理論に基づいて児童 ・

生徒の実態を把握し実践計画を立て、実行します。
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自らの理論（仮説）の，，.－、 テーマにそった ／ー、 実態に即した授業実践

構想 "-/ 授業実践の計画 "-/ AR実地研究Iで把握した実態に基づき、
テ ーマに沿った授業実践を試行します。
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授業つ
’

くり ・ 改善を過した 自らの理論（仮説）の／ー、 課題意識と理論に f、 理論と実践の往還を通した
授業実践研究カの育成 検証 ・ 再構築 "-/ 基づく授業研究 "-/ 授業づくり ・ 綬業改善

2年聞の
授業実践 ・ 省察を通じた

実践研究としての
新規性の提案
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授業実践 ・ 改善を自らの理論の構築
元にした

「課題研究報告書」、ーノ ル
理論構築 ・ 総合考察

学部卒院生は実地研究校、
現職教員院生は所属校において、

PDCAサイクルに基づいた授業づくり ・

改善を繰り返します。
4期におよぶAR実地研究での

授業実践研究を通じて
課題対応力・実践力を育成します。



学生からのメッセ ー ジ

学校マネジメントコ ー ス

2022年度入学生
中原 宏美 教育実践開発コ ー ス 小川 大輔 教育実践開発コ ー ス 藤本 芙沙子
現職教員学生 2022年度入学生 現職教員学生 2022年度入学生 学部辛学生

私は、学校マネジメン卜について学び、新しいも

のの見方や考え方で自分を省察するとともに、ス

ク ー ルリ ー ダーとしてのぶれない軸をつくりたいと

思い入学しました。現在、「『主体的に学ぶ児童』が

育つカリキュラム ・マネジメン卜に関する研究ー 学び

の深さ（学力 ・ 学習の質）に着目して ーJをテ ーマに

研究を進めています。ここでは、私が感じている教

職大学院の魅力を2つお伝えします。1つ目は、大学

の先生方との議論を交わすセミナーや教育行政 ・

学校管理職実務を学ぶ実地研究です。これらの経

験を通して、学校づくりの主体として自覚が高まった

ことを感じています。2つ目は、様々な立場や考えを

もった人たちとの出会いです。そのような人たちと

の対話は、自分の頭で考えること ・ 自分の理論をつ

くるのことの難しさや楽しさの実感へとつながって

います。今後も、学校づくりを通して理論と実践を往

還し自分を省察することで、スク ー ルリ ー ダーとして

の自分づくりを進めていきたいと思っています。

専任教員紹介

私は、中学校教員として、授業実践を積み重ね

て きました。そのなかで、自分の授業の質を一層

高めたいと思い、教職大学院に入学しました。し

かし、入学してみると、ここが授業の質を高める

ための方法論を学ぶだけの場所ではないこと

に気づ きました。多様な校種 ・ 教科の大学教員

や 院生との議論、国際バカロレアやイエナプラ

ンなどの先進的な教育を実践している学校の視

察、大学図書館での先行研究の調査等、大学院

での研究生活をとおして導かれるのは、教育と

は何か、学ぶとは何かーそのような根本的で本

質的な問いでした。そのような問いに明確な正

解はないのかもしれませんカえそうした聞いを考

えることが、私の当初の関心であった自分の授

業の質を高めることにもつながっていることを実

感しています。教職大学院は、実践的な研究をす

る大学院として位置づけられていますが、同時

に、その根っこにある教育哲学を深めていく場

でもあると思います。

「このまま教壇に立ってよいのだろうか。J教育

実習を終えて感じたこの不安を少しでも解消した

いと思い、教職大学院の受験を決めました。実地

研究では、分かりやすくて楽しい授業を目指すこ

とはもちろんですが、同時に研究の一 部であると

いう意識も大切です。実地研究先や大学の先生

からアドバイスを頂きながら授業計画を立て、実

践と省察を繰り返しながら深めていきます。目の

前の子どもたちと向き合うだけで精 一杯だった

教育実習とは違う「教育の奥深さJを日々実感し

ています。糠々な人に助けて頂きながら授業づく

りを積み重ねているうちに、子どもたちと関わる

自分が明確にイメ ージできるようになったと思い

ます。今では、教壇に立つことへの不安よりも、楽

しみの方が大きくなっ ています。かつ ての私のよ

うに教員になることに不安を感じている方、ぜひ
一緒に教職大学院で学びましよう。

教授 F前司 醐－�
教授

Jえ
教授

教科教育学、 学習評価論、 授業分析論、 教科教育学、
美術教育 「国産R国�「

体育科教育 理科教育 社会科教育

池田吏志 大後戸 一樹 木下博義 永田忠道

教授

岡弘

教授

話調
教授 准教授

授業構成論、 教科教育学、 道徳教育、 家庭科教育学、
学習指導論、 国語教育 教育課程論 保育学
算数科教育 松本仁志 富里智恵 伊藤優
松浦武人

准教授

曜題
准教授

醐

；－

��

准教授
理科教育、 教師教育学、 学校経営の実践的研究、 教科教育学、
STEM教育 教育哲学 地域教育経営論、 音楽教育、

雲財寛 岡村美由規
教員研修 音楽表現

杉原満治 寺内大事南

准教授 准教授 准教授 准教授
生徒指導、 学級経営方法論、

捻 A 英語科教育、
学級経営方法論、 教育実践学 教員研修 初等中等教育学、
教育実践学 藤川照彦 学習指導論

戸高真也 又野陽子

講師 講師
教育，心理学、

lA. 
学校，心理学、

対人スキル指導 教育相談・生徒指導

高橋均 山崎茜

教職大学院では、掲載されている専任教員以外にも、人聞社会科学研究科教育科学専攻の教員や客員教員など、豊富な教授障が連携して指導にあたります。



授業科目

コ ー ス区分 学校マネジメン卜コ ー ス 教育実践開発コ ー ス 単位

大学院共通科目 「持続可能な発展科目Jから1単位、「キャリア開発 ・ データリテラシー科目Jから1単位 2 

研究科共通科目 「人聞社会科学特別講義Jまたは「平和教育の構築への実践的アプロ ー チJからいずれか2単位 2 

教育課程の編成 ・ 実施に関する領域 ・教育課程開発の実践と評価

教科等の実践的な指導方法に関する領域 ・論理的思考教育の開発実践 ・マイク口ティ ー チングの実践 ・通教科的能力育成の授業開発と実践
コ ー ス ・授業研究の開発実践(ICTを含む） ・道徳 ・ 人間関係教育領域の開発実践

共通科目 生徒指導 ・ 教育相談に関する領域 ・幼児理解・生徒指導 ・ 対人スキル指導の理論と実践（特別支援教育を含む） 20 ・教育相談 ・ カウンセリングの理論と実践
※1 

学校経営 ・ 学級経営に関する領域 ・学級経嘗の理論と実践 ・学校経営の理論と実践（地域とともにある学校を含む）
・・・・・・・・・・・ー・・.・・.・・.・・........................ー・・ー・・・・・.・・.・・....................ー・・・・・.・・.・・...........................ー・・ー・・...ー・・.・・.....................ー・・ー・・・・・...ー・・.....................ー・・・・・ー・・.
学校教育と教員のあり方に関する領域 ・現代教師教育の理論と実践 ・現代の教育改革

・教科横断的授業デザインと授業分析 ・総合教育実践演習
・発達支援と幼児児童生徒理解 ・先進的授業研究の理論と実践

・学校の経営戦略と評価 ・教育行政の理論と実践 ・学校における教育相談 ・海外教育実地研究
コ ー ス ・教職員の人材育成 ・教育法規の実践演習 ・授業開発と評価（基礎） ・学校インターンシップ

11 選択科目 ・地域教育経宮の理論と実践 ・学校の危機管理 ・授業開発と評価（応用） ・ユニパーサルマインドの授業開発
※2 ・カリキュラムマネジメントの ・学校経営 ・ 行政フィ ールド調査 ・授業開発と評価（発展） ・グロ ーバルマインドの授業開発 以上

理論と実践 ・授業開発と評価（開発） ・教育実践研究の技法
・異校種連携接続の実践開発 （校内研修を含む）
・教員のキャリア形成支援の理論と実践

コ ー ス
4 必修科目 アクションリサ ー チ ・ セミナ ー トH ・ 川 ・ IV

学校における アクションリサ ー チ実地研究 アク‘ンョンリサ ー チ実地研究卜11·111 ・ IV 10 実習科目 I（教育行政職実務）·II（学校管理職実務） ・ 川 ・ IV（所属校実習）

計49単位

※1 ・各科目2単位 ・学校マネジメントコ スは、これまでの教職経験や研修歴等を考慮した上で、共通科目20単位のうちE単位まで、コ ス町選択科目白単位を共通科目の単位として充てることができます．
※2 ・「学校経営行政7イ ー ルド調査」は1単位、他の科目は2単位 ・現職教員学生は、個々の院生のニ ーズに応じて、他コ ースの選択科目もコ ース選択科目として履修できます。

取得できる教員免許状 修了後の進路

幼稚園教諭専修免許状 小学校教諭専修免許状
砂学校マネジメントコ ー ス

（令和6年4月現在全24名中）

校長2名教頭9名主幹教諭1名教育行政職5名

砂教育実践開発コ ー ス
（令和3年度～令和5年度．学都卒学生全55名中）

教員就職（保育士を含む） 53 名

（
保育園 1名 中学高明 29名 1
小学校 23名 ／ 
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中 高等学校教諭専修免許状
国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、
美術、書道、保健体育、保健、家庭、情報、

農業、工業、商業、英語

｜ 学校心理士受験資格取得可能 ｜ 
出入学時において、 種免許状を有している必要があります。

入学者選抜の概要

選抜区分 一般選抜 現職教員特別選抜

入学定員 30名

コ ー ス名 教育実践開発コ ー ス 学校マネジメントコ ー ス／教育実践開発コ ー ス

次の＠と＠の要件を全て満たす必要があります。 次の＠と＠の要件を全て満たす必要があります。

＠大学を卒業した者（当該年度の卒業見込を含む） ＠大学を卒業した者

出願資格 ＠幼稚園、小学校、中学校及び ＠以下の教職経験を持つ者

高等学校のいずれか1つ以上の 口学校マネジメントコ ース

普通免許状を有する者
教育委員会等の推薦を受けた者

口教育実践開発コ ース
（当該年度の取得見込を含む） 教職経験6年以上の者、または教育委員会の推薦を受けた者

選抜方法 書類審査／筆記試験（外国語、専門科目）／口述試験 書類審査／筆記試験（専門科目）／口述試験

※本表に記載されている内容は、令和6年度に実施した大学院入学者選猿白出願資格です。令和7年度に実施する入学者選法（令和8年度入試）の情報は、畳新の募集要項で確認してくださいa

お問い合せ
｜ 広時大学院人問社会問究科教開総括支援室（大学院糊当）干739-

TEL:082-424-3706 F AX:082-424-7108 e-mail ：’ kyoil王u-in@of自c巴.hiroshima-u.ac.j p 


